
捜真女学校中学部生徒が職業インタビュー
生
２
名
に
よ
る
「
自
衛
隊
の
職
業
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
受
け
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
出
張
所
（
所
長　

赤
塚
３
陸
佐
）
は
、
７
月

２
２
日
（
水
）、
本
部
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
捜
真
女
学
校
中
学
部
３
年

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
様
々
な
職
業
に
つ
い
て
調
べ
る
同
校
の
夏
休
み
の

課
題
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
か
ら
は
、
海
上
自
衛
隊
の
艦

艇
で
の
食
事
や
余
暇
の
過
ご
し
方
な
ど
艦
艇
乗
組
員
の
生
活
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
や
苦
労
、
災
害
派
遣
に
お
け
る
活
動
内
容

に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
あ
っ
た
。
質
問
を
重
ね
る
う
ち
に
、
よ
り
一
層
海

上
自
衛
隊
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
と
の
こ
と
で
、
採
用
試
験
や
入
隊
し
て

か
ら
、「
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
」
と
い
っ
た

感
謝
の
言
葉
を
も
ら
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

横
浜
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
学
校
と
密
接
に
連
携
し
、
一
人
で
も
多
く

の
生
徒
に
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
募
集
成
果
に

繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

大磯町と海上自衛隊との防災対処訓練支援

か
ら
の
訓
練
内
容
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
質
問
を
し
て
い
た
。
最
後
に
生
徒

訓
練
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
大
磯
町
と
海
上
自
衛
隊
と
の
連
携
体
制
を
検

災
対
処
訓
練
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所
長　

平
１
陸
尉
）
は
、
７
月
２
４

日
（
金
）
及
び
２
５
日
（
土
）、
大
磯
町
と
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
の
防

証
す
る
目
的
の
も
と
、
大
磯
町
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
仮
定
し
、
海
上
自

衛
隊
の
曳
船
に
よ
る
物
資
輸
送
や
救
助
活
動
を
行
う
た
め
大
磯
港
へ
の
接
岸
検
証
も

行
わ
れ
た
。
大
磯
港
に
海
自
の
曳
船
が
入
港
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
入
港
し

た
曳
船
で
は
、
大
磯
町
町
長
と
横
須
賀
地
方
総
監
部
幕
僚
長
、
そ
し
て
神
奈
川
地
本

長
の
懇
談
も
行
わ
れ
た
。

募
集
広
報
に
資
す
る
た
め
、
自
治
体
と
密
接
に

と
し
て
い
る
。

横須賀地方総監部幕僚長（右）と
地本部長（左）と記念撮影する見学者

大磯町長の中崎氏（右から２人目）を
出向える地本部長

広報ブースの様子

本部広報センターで

インタビューを受ける広報官

広報官と記念撮影

学
や
制
服
試
着
体
験
も
で
き
、
大
い
に
賑
わ
っ

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊

ま
た
所
員
は
、
想
定
さ
れ
た
災
害
の
情
報
収
集
や
大
磯
町
と
海
上
自
衛
隊
と
の

情
報
伝
達
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
曳
船
の
見
学
や
広

報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
募
集
広
報
活
動
を
行
っ
た
。
大
磯
港
は
、
両
日
と
も
日
頃
目

に
す
る
こ
と
の
な
い
海
上
自
衛
隊
の
曳
船
の
見

地
域
広
報
の
窓
口
と
し
て
、
地
域
に
根
付
い
た

協
力
し
、
防
衛
・
防
災
基
盤
の
拡
充
に
努
め
る
」

た
。


